
次の夢を追いかけて

ず～っと夢だったスパルタスロンへ

２００７年９月３０日　　　　スパルタ→アテネ、バスでコース見学＆荷物事件

　前日２９日はこちら　

　昨夜と今朝、エイドに預けた荷物が届くはずのスパルタインにみんな交代で見に行った。「まだ

きてないよ～」困るなあ。高級ウインドブレーカー預けてしまったので。やがてH山さんの通訳で

「荷物はスパルタインには来ない。街のバスケットボールスタジアムに届けられていて、１０時ま

でに引き取らないとそこが閉鎖される。間に合うように協会がバスを回す」とのことだった。とこ

ろでH山さんは、私たちと同じくリタイアして２晩このホテルにいる仲間だけど、英語ができるので

ず～っと通訳、ツアコンみたいな仕事をするはめになっている。お疲れ様～。

　荷物回収がまにあわなかったら大変だ。案内図をもらって、一人で行ってみた。ゼッケン１０番

ごとにくぎって山にしてあり、私の番号を見つけた。大事なウインドブレーカー回収に成功。で

も、それ１袋しかない。ライトやソックスやグラサンは？他のナンバーの山をみると、いろいろ分

け間違っている。ふ～ん、きっと他の人のところに混じっているな、と探していたら、だめだと追

い出されてしまった。

　皆と一緒にバスで再び回収に。すると、外に大きなゴミコンテナが２つあるのだが、そこを外人

さんたちがひっくり返している。あるある、ゴミに混じって個人の袋が。手分けして日本人のナン

バーのを集めた。私のものは食料以外は全部出てきた。これがビックリ事件その２。

　１０時からは映画へご招待なのだが、ギリシャ語音声＋英語字幕ではわけわからないだろうと

さぼって、市内散策。は～さんの案内でレオニダスの像の裏山に行った。全体が遺跡で、コロシ

アムなどもある。レオニダス像の写真は完走までお預けにしよう。いつか必ず自力で到達し、

タッチするのだ。街で買い物もしたかったが、今日は日曜、どこも休みだ。

　映画が終わる時間になり、バスに乗り込み、オリーブ博物館に案内された。ギリシャのオリー

ブ栽培の歴史などのパネル展示がある。ここのギリシャ風コーヒーは安かった。時間内完走の

最終ランナーだった、顔と名前が日本人で日本語ぺらぺらの「フィンランドのユキ」さんが一緒に

なった。文化的には日本人とは全く合わない様子だった。バスは次に昼食会場に向かう。田舎

にこんな大勢入れる店があるのかと皆が心配したとおり、入りきらない。後のバスで着いた日本

人は席がなく、途中で交代。ワイン飲み放題なのにゆっくりできない。

　冷房の壊れたバスは強い日差しの中たまったもんじゃないので大きいほうに乗り換えた。群馬

からのU山さん、T原さんともいっしょになり、さくらこさんからの電話に交代で出た。きっと完走す

ると思ったI上さんもリタイアで、今年群馬は全滅だ。

　バスはコースに沿ってアテネに向かう。何度も完走しているは～さんが説明してくれる。振り返

ると、変わった形の山脈、あれはスパルタの背後の山だ、アップダウンの繰り返しであれが見え

ると、もうすぐ！と思える。山が続いているが、日本のような樹林はなく、見たことのない風景。
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なだらかで乾燥して、オリーブらしき潅木が点在する。谷間に入り、バスは高速に乗る。並行す

る道がコースだ。カーブの先がネスタニ村のある谷間。サンガスに向かって上り坂、高速はトン

ネルでくぐるが、振り返るとサンガスが見える。道はずっと下。あのジグザグの坂を登ってくる。

リルケア、ネメア、アクロコリントスのそばを通り、コリントス運河に近づいた。来年の下見ができ

た。

　日本の高速道路のようなサービスエリアがなく、トイレに困った。バスはコリントス運河の近く

のドライブインで止まった。ちょっと値段はぼったくりだが、懸案のスブラギを食べることができ

た。ケーキのようなのも興味あったがいかにも甘すぎるみたいで、やめといた。

　グリファダについて、スタート前のホテルロンドンに再びチェックイン。またまた部屋割り大混

乱。荷物を入れた部屋からホテルの人が運び出していたが、いくつも出さないうちに、これでお

しまいと。うっそ～と部屋を覗くがない。運び出した人はそれを頼まれただけなので、経過は知ら

ないと言う。別の部屋にあるだろうと周辺の戸を勝手にあけてあちこち探すが見当たらない。

ビックリ事件その３だ。パスポートや航空券も入っているのに！いくらなんでも紛失したら国際

問題、わかる人が今いないだけでどこかから出てくるよ、と慣れた人たちは落ち着いている。そ

のうち、一段落したフロント係が叫んだ。ここには場所がなかったので、はす向かいのホテルな

んとかにあるとのこと。しかし、そこに取りに行った人がそのホテルにも１５個くらいしかない、と

戻ってきた。もう一つ、ホテルの名を言っていたみたい、とのことでホテルの名を再確認。エ～、

それ、遠いじゃん。グリファダの街の近くだ。でもしかたない。ぞろぞろと歩いてホテルにつき、無

事引き取った。帰りはスーツケースをゴロゴロ転がして、遠いなあ。これでも結果オーライか

あ？

　疲れたあ。ビールかワインが飲みたいが、日曜で隣のガススタは休み。ゲットできなかった。明

日は今回の観光のメイン、エーゲ海の島だ。

　１０月１日に続く
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